
幕末土佐の芝居絵師・金蔵

（通称・絵金）。彼は土佐

各地の祭礼に多くの芝居絵

屏風を残しました。絵金蔵

は、平成17年２月、赤岡の

地に残る23点の芝居絵屏風

を収蔵・保存するために作

られた施設です。

絵金蔵の三つの使命
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開館時間　
　午前9時～午後5時
　（入館は午後4時半まで）

観覧料
　大人500円、高校生300円
　小・中学生150円
　（15名以上の団体は各50円引き）

休館日
　毎週月曜日
　（月曜が祝日の場合は火曜）

　 12月29日～1月3日

絵金蔵

Ｐ 香南市商工会 駐車場

ボ ー ト ピ ア と さ 安芸 ・室戸方面ごめん ・ なはり線
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赤岡小学校今井歯科
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よもやま話に花が咲く。えきんぐらがお届けする小ネタ袋。

蔵 通 信

土佐香美農業協同組合　赤岡支所

普通口座　０００６１０１

赤岡絵金屏風保存会　会長　武市徹
（アカオカエキンビョウブホゾンカイ　カイチョウ　タケチトオル）

　　絵金屏風修復・保存活動へ

      ―ご寄附のお願い―
　赤岡に残る絵金の屏風絵23点は、幕末より祭礼文化とともに

地域の所蔵家の手によって伝えられてきました。平成17年から

は絵金蔵の収蔵庫に保管されていますが、約150年の時を経て、

絵の具の剥落を中心とする傷みがあちこちに見られるように

なっています。

　現在、赤岡では従来それぞれ活動していた4地区と個人の所

蔵家がひとつになり「赤岡絵金屏風保存会」を立ち上げ、絵金

蔵運営委員会とともに屏風絵とそれを飾る祭礼文化をより長く

後世に伝えていくためのさまざまな活動を行っています。

　どうか、赤岡の絵金屏風の修復・保存とそのための活動に、

皆さまのご支援を賜りますようお願い申し上げます。                          

赤岡絵金屏風保存会 ・ 絵金蔵運営委員会　          
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幕末ゆめ道場 「幕末維新の土佐」
～博物館学芸員巡回講座　平成 22 年～

1 月 23 日 （土）　　　南国市保健福祉センター　  定員 70　

13 ： 30 ～ 15 ： 10

1 月 30 日 （土）　　　四万十市立文化センター　  定員 100

13 ： 30 ～ 15 ： 10

2 月 13 日 （土）　　　社会福祉センター　　　　　 　定員 100

13 ： 30 ～ 15 ： 10　　　（土佐清水市）

3 月 13 日 （土）　　　ゆすはら座　　　　　　　      　定員 100

13 ： 30 ～ 15 ： 10　　（梼原町）

3 月 27 日 （土）　　　宿毛市立　　　　　　　　      　定員 80

13 ： 30 ～ 15 ： 10　　宿毛文教センター　

土佐 ・ 龍馬であい博

■「龍馬と慎太郎が描く国家像 ]
　中岡慎太郎館　豊田　満広

■「絵金と土佐の幕末文化」
　絵金蔵　横田　恵

■「『おーい！龍馬』 まんが作者の込めた思い」　　　　　　　　　　　　　
香美市立やなせたかし記念館　田所菜穂子

■「龍馬を見抜いていた男 ・ 樋口真吉」
　高知県立坂本龍馬記念館　前田由紀枝

■「三菱ゆかりの人々」
　宿毛市立歴史館　矢木伸欣

■「龍馬 ・ 兆民 ・ 秋水」
　高知市立自由民権記念館　筒井秀一

■「同じ夢で結ばれた　龍馬と万次郎」
　高知県立坂本龍馬記念館　前田由紀枝
■「ジョン万と河田小龍」
　高知県立美術館　河村章代
■「幕末の国学者 ・ 鹿持雅澄とその周辺の人びと」
　高知県立文学館　森　香奈子

■「龍馬脱藩」
高知県立坂本龍馬記念館　三浦夏樹

■「那須信吾伝」
佐川町立青山文庫　片岡　健

■「文学者がえがいた龍馬～坂崎紫瀾 ・ 司馬遼太郎 ・ 宮地佐一郎　
～ in 梼原」 高知県立文学館　津田加須子

■「宿毛の群像」
宿毛市立宿毛歴史館　矢木伸欣

■「弥太郎の夢とゆかりの人たち」
安芸市立歴史民俗資料館　門田由紀

■「龍馬と土佐藩」
高知県立坂本龍馬記念館　三浦夏樹

お名前、参加日、会場、電話番号をご用意の上、電話・ファックス・       
E メール等で下記までお申し込みください。

こうちミュージアムネットワーク事務局（財団法人高知県文化財団内）

℡　088－866－8013　　Fax　088－866-8008　土・日・祝休

E メール　ko-msnet@kochi-bunkazaidan.or.jp
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浮世柄比翼稲妻　鈴ヶ森
う き よ づ か ひ よ く の い な づ ま 　 　 す ず が も り

う き よ づ か ひ よ く の い な づ ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　<　概　要　>

　　　　　　　　　

　『浮世柄比翼稲妻』は文政6年（1823）3月、時代世話物の歌舞伎狂言として

江戸・市村座で初演されました。作者は四世鶴屋南北。

　山東京伝の読本『昔話稲妻表紙』を題材とし、男伊達で知られる幡随院長兵衛　

（1622-57）の「おわけえの、おまちなせえやし」の台詞と共に、江戸歌舞伎

の名作として知られています。実際に幡随院長兵衛という人物は浅草に住み、

旗本の代わりに人足の手配をする割元として、また町奴の親分として百数十人

の子分を持ち、旗本奴と対抗しました。明暦3年（1657）7月、旗本神祇組の頭

領、水野十郎左衛門の屋敷で殺されたと伝えられています。この事件は、早く

は延享元年（1744）に歌舞伎で取り上げられ、幡随院長兵衛は以後数々の芝居

に登場してきました。

　一方、相手方の白井権八も平井権八という実在の人物がモデル。因州・鳥取

藩主池田光仲の家臣平井正左衛門の長男で、寛文12年（1672）秋、父の同僚

を殺傷し江戸に逐電。吉原の遊女・小紫との遊興費を手にいれる為、辻斬り

130名余に及んだといいます。ある時、東昌寺の住僧随川にかくまわれ、尺

八を習い改心。両親に一目会いたさに虚無僧となって郷里に帰りますが、両

親はすでに他界しており、観念して江戸に戻り自首、磔刑となり本作の舞台

となる鈴ヶ森刑場に晒されました。権八を慕い吉原から逃げてきた小紫は、

東昌寺の権八の墓前で自害したといわれ、現在、目黒の東昌寺跡に権八と小

紫の比翼塚が残されています。多くの歌舞伎同様、この作品もこうしたゴシ

ップを巧みに取り入れながら、今日まで上演される歌舞伎の代表的名作とな

りました。

　さて、絵金の描く『浮世柄比翼稲妻　鈴ヶ森』、ゆるぎない画面構成とコ

ントラストの強い色調が特徴です。ほの暗い闇から浮かび上がる幡随院長兵

衛の鮮やかな衣装と白井権八の色気を含んだ美しい顔、さらに眼をこらすと

鮮血にまみれた雲助たちの白い死体が生々しく迫ってきます。妖美、陶酔、

残酷、怨念、滑稽…さまざまな言葉で語られてきたこの絵はもっとも絵金ら

しい要素に満ちた代表作のひとつとして、いまも人気の高い作品です。

　

昔 赤 岡 ＆ 今 赤 岡
partⅡ　浜口富治と絵金

　高知県の50、60年代における前衛美術界をリードしてきた美術作家、
浜口富治（赤岡町出身、1921－2009）。残念ながら、2009年5月13日、87
歳で他界しました。「前衛土佐派」を立ち上げ、次々と作風を変貌させ
ながら、真摯に、時に過激に表現の可能性を追い求めた芸術家でした
が、いち早く絵金の芝居絵屏風を世に紹介した一人でもありました。故
郷赤岡に残された彼の作品とともに絵金との関わりを振り返ります。

読売アンデパンダン展（よみうりあんでぱんだんてん、Yomiuri Independent、

1949 年 - 1963 年）は、読売新聞社の主催で行われた無審査出品制の美術展覧会。

読売新聞という巨大メディアによる新人発掘の場ということで人気をよび、野心

的な若手作家たちがこぞって出品した。1960 年から 1963 年にかけての、ネオダ

ダの作家たちの活躍がとくによく知られている。

誰でも自由に出品できると言うことで、趣味で創作活動を行う一般市民の出品が

多かったが、その中に混じって若手の芸術家たちが作品を発表する場としても機

能していた。しかし 1960 年前後から、ネオダダの作家たちが常軌を逸した作品を

出品するようになり、一般市民や行政とトラブルを起こすことになる。

1962 年 12 月、東京都美術館は「陳列作品規格基準要項」を制定。

(1) 不快音または高音を発する仕掛けのある作品 

(2) 悪臭を発しまたは腐敗のおそれのある素材を使用した作品 

(3) 刃物等を素材に使用し、危害をおよぼすおそれのある作品 

(4) 観覧者にいちじるしく不快感を与える作品などで公衆衛生法規にふれるおそ

れがある作品 

(5) 砂利、砂などを直接床面に置いたり、また床面を毀損汚染するような素材を

使用した作品 

(6) 天井より直接つり下げる作品 

の出品を拒否するとした。この条文は、同年の読売アンデパンダン展の作品状況

を裏側から描写している。

しかしネオダダの作家たちは全く自重せずに異様な作品を出品し続けたため、主

宰者は相次ぐトラブルに手を焼き、1964 年の第 16 回展直前、突然開催中止をア

ナウンスし、その歴史に幕をひいた。

 関連文献 [ 編集 ]

ネオ・ダダイズム・オルガナイザーズ（Neo Dadaism Organizers）は、1960 年に結成され、約半年活動した日本の前衛

芸術グループ。

 概要 [ 編集 ]

1960 年 2 月に行われた第 12 回読売アンデパンダン展の直後、同展に「反絵画・反彫刻」（美術評論家の東野芳明が命名

した）を出品していた若手アーティストたちによって結成された。メンバーは吉村益信、篠原有司男、赤瀬川原平、荒

川修作、風倉匠、有吉新、石橋清治、上田純、上野紀三、豊島壮六。

同年 4月、銀座画廊で第一回展を開催。マニフェストを引用すると、「1964 年の生殖をいかに夢想しようとも一発のアト

ムが気軽に解決してくれるようにピカソの闘牛もすでにひき殺された野良猫の血しぶきほどに、我々の心を動かせない。

真摯な芸術作品を踏みつぶしていく 20.6 世紀の真赤にのぼせあがった地球に登場して我々が虐殺をまぬがれる唯一の手

段は殺戮者にまわることだ」。

7月、岸本清子、田中信太郎、田辺三太郎、吉野辰海を新メンバーに加えた第二回展を吉村のアトリエ（「芸術革命家の

ホワイト・ハウス」と称した）で開催した。副題は「クタバレネオ・ダダイスト。恒久平和をうちたてる。嫌悪のダン

ゴに蜜蜂だ。灼熱の一切が始るぞ。狂乱ドッド。功利主義に埋没したぞ。ネオ・ダダ規制法案通過。したい。したい。したい。

したい。したい。したい」。同じころ、TBS の取材に応じて鎌倉の材木座海岸で「白い布を広げ、トマトを投げつける」

というパフォーマンスを行っている。

篠原有司男のモヒカン刈りは当時の日本人にとって衝撃的な髪型であり、「ロカビリー画家」というキャプションととも

に週刊誌のグラビアを飾った。

9月、抜け駆け的に村松画廊で個展を開いた荒川修作が除名された。10 月、升沢金平、木下新を新メンバーに加え、三

木富雄、工藤哲巳をゲストに迎えた第三回展を日比谷公園の中にあった都営の日比谷画廊で行う。作品に小便を掛けた

りしたため、アンモニア臭が漂うなどの理由により、一週間の会期半ばで陳列を拒否され、画廊を閉鎖されてしまう。

これがグループの最後の展覧会となった。グループの活動停止の理由は、リーダー格の吉村の結婚、および彼が所有し

ていたホワイト・ハウスの閉鎖などによる。

伝説的なエピソードに『東京都美術館爆破計画』がある。「反芸術を徹底するために、芸術の象徴である美術館を爆破す

べきである」というものだったが、「美術館の価値は絶対的なものではなく、爆破する意味はない」という意見が優勢で、

実行には至らなかった。

「ネオ・ダダイズム・オルガナイザーズ」という呼称は正式なものではない。メンバー自身も「ネオ・ダダ・オルガナイ

ザーズ」「ネオダダ・グループ」「グループ・ネオダダ」「ネオ・ダダ」など、さまざまな呼称を用いている。ちなみに第

一回展のパンフレットに記載されたグループ名は「ネオダダイズム・オルガナイザー」であり、第二回展以降は「ネオダダ」

である。 　なお、ネオ・ダダはほとんど作品を遺すことなく、伝説となっているが、ジャクリーヌ・ポール、東松照明、

石黒健治、石松健男、藤倉明治、小林正徳らの写真によってその活動の様子が記録されている。

「もうひとつ、旧赤岡町役場の

二階へあがる壁面に、赫々と

輝く抽象画が掛けられていた。

…中略…絵金の血赤と呼ばれ

る赤が、浜口の初期抽象画の

色彩に生かされつつ、その色

と形は知的で繊細ですらあっ

た」（鍵岡正謹「土佐の男・浜口富治

―その芸術行為に捧げる」高知新聞　

平成 21 年 5 月 29 日付）

赤岡庁舎落成（昭和48年）を記念して浜口富治より　

寄贈された作品。香南市役所赤岡支所にて見学可能。

　　　　戦後、絵金が人々にあまり知られていない

時分、県立図書館長の川村源七先生から「君の郷里

にある絵金の本物を見せてほしい」と申し出があっ

た。私は赤岡のカトリック教会前の宗石の靴屋さん

宅に行き、厚意で保管してくれている絵金屏風を長

持ちに入れたままお借りした。これを図書館が用意

したトラックで高知市に運び、図書館内や追手門前

に展示した。こうして絵金の絵が高知市民の眼前に

初めて現れたのであった。

　その時に、高知大学の八波直則先生が大変感動し

て、絵金のことを東京の広末保氏に知らせ伝えた。

広末氏は高知市出身で「かくし絵やかくし田」を戦

後見直すべき問題として本に書き、その中で絵金を

国内に広く紹介した　。これに続いて雑誌「太陽」

が私のところに取材に来た　。さらに私は美術誌「み

づゑ」の編集長、生尾慶太郎氏を招待し、絵金特集

号を出版してもらった　。」＊１

赤岡町本町の親族の家に贈られた色紙。　

白牡丹が伸びやかに描かれる。

＊2

＊3

＊4

絵金、世に出る

富治の見た絵金
　　　「絵金の絵は食いつくきに、気をつけよ」。祖

母は少年の私に、そんなことをいって夏祭りの夜に

絵金の絵を見に連れて行ってくれ、絵の物語を聞か

せてくれた。幼い私は息を呑み興奮して見たもので

ある。＊3

　　　絵金は絵を描くのに多忙であった。庶民の欲

するどんなものにも描きまくった。多くの弟子に色

を塗らせ、凄まじいスピードで描いている。見事な

筆遣いと思われる絵には、オートメーションに等し

い制作の速さがある。現代のアニメプロダクション

の先駆者であり、企業体制を創っている。そして野

外展の展示方法をとるなど、恐ろしい

画家であったに違いない。＊1

＊1　浜口富治『海と赤の幻想』高知新聞社　2000 年 7 月

＊2　広末保・藤村欣一郎『絵金　幕末土佐の芝居絵』未来社　1968 年 7 月

          （のち『悪場所の発想』< 三省堂　1970 年 > に再録）

＊3　『太陽』Ｎo.34　特集・土佐の芝居絵　平凡社　1966 年 4 月号

＊4　『みづゑ』No.789　特集・絵金＝幕末土佐地狂言怨念図譜　1970 年

浜口富治略年譜

1921 年 （大正 10 年） 赤岡町に生まれる。

1946 年 （昭和 21 年） 山脇信徳に師事。

1949 年 （昭和 24 年） 第一回読売アンデパンダン展に出品。

1957 年 （昭和 32 年） 新象作家協会第一回大会賞受賞。 会員となる。

　　　　　　　　　　 　　　　  第三回安井賞候補となり、 国立近代美術館に出品。

1960 年 （昭和 35 年） 前衛美術団体の土佐派を結成。

1961 年 （昭和 36 年） 銀座村松画廊にて個展 （刃物の入った作品）

　　　　　　　　　　 　　　　　これら一連の刃物を使った作品が読売アンデパンダン展で出　

　　　　　　　　　　　　　　　 品拒否にあうが、 同展開場外にて単独で作品を公開し、 さら

　　　　　　　　　　　　　　　 に作品をボストンバックにつめ、 ゲリラ的に都内各所で移動美

　　　　　　　　　　　　　　　 術展を実施、 過激かつユーモアあふれる活動を行う。

　　　　　　以後、 高知を拠点に先鋭的な活動を展開、

　　　　　　高知市長賞 ・ 高知県文化賞等を受賞し、

　　　　　　海外にもたびたび出品する。 94 年には

　　　　　　千葉市立美術館、 高知県立美術館に作品

　　　　　　　　　　　　　　　　　が収蔵される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　高知県展の発展にも尽力

　　　　　　　　　　　　　　　　　した。＊武内光仁氏の御教示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　による。
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　名古屋三左衛門と白井兵左衛門を殺した不破伴左衛

門は三左衛門の子山三と相愛の腰元岩橋に恋慕して失

敗し、山三もろとも浪人する。兵左衛門の子権八は主

家横領をたくらむ伯父本庄助太夫を討ち出奔。蛇遣い

で顔にあざのある娘お国は絵姿の山三に惚れ、傾城小

紫は美若衆を父助太夫の敵権八と知らず見初める。鈴

ヶ森で権八は雲助を討ち幡随院長兵衛と出会う。傾城

葛城となった岩橋は山三の浪宅を訪問し、山三の下女

となったお国は彼の危機を救って死ぬ。夜桜の吉原で

伴左衛門と山三とが鞘当し争うところを長兵衛女房お

近が仲裁。小紫を中に扇蝶実は権八と蘭蝶実は権八の

兄弥市の恋争いの後、小紫が蘭蝶に身請けされてきた

のは非人小屋で二人ともここで死ぬ。伴左衛門は山三

と葛城との密会を出し抜き、葛城と枕を交わすが、実

の妹と知れる。山三が伴左衛門と思って討ったのは身

代わりの葛城であった。

こむらさき

美術評論家、中野中氏による企画「新世
紀の顔・貌・ＫＡＯ―30 人の自画像展」
第 1期に出陳された晩年の自画像。
　　　　　（白木谷国際現代美術館蔵）

赤岡小学校の体育館東壁にある作品。ボールを避けるための

金網がつけられている。透明感のある鮮やかな青を背景に、

力強い白のラインが浮かび上がる。

あかあか



＊アンフォルメル （フランス語 ： Art informel）

1940 年代半ばから 1950 年代にかけてフランスを中心としたヨーロッパ各

地　に現れた、 激しい抽象絵画を中心とした美術の動向をあらわす言葉。

鈴ヶ森で、絵金は、様式化された歌舞伎演

　　 技の虚構を思いきり大胆にとりこんでい
る。人間的なドラマの内容を拒否し、その拒

否の代償としてなりたつ瞬間の様式美が歌舞

伎にはある。そこに歌舞伎固有のドラマがあ

るともいえるが、絵金はその歌舞伎的発想を

拡大した。だが、そのとき絵金は、歌舞伎固

有のドラマを起点として生かしながら、人間

的に無内容な空虚感を一挙に破壊力へとつき

すすめる。虚無の破壊力。そして泥絵具の質

感がその物質化に耐える。若衆姿の権八の、

その衆道のエロティシズムも苛虐的だが病ん

ではおらず、背徳のエネルギーに転化される。

絵金の不逞な黒々とした哄笑が、心情を拒否

した様式主義的な型を逆手にとって、虚無の

破壊力へと転換した。舞台の上で必ずしも実

現されるとは限らない原初的なカブキの理想

が、幕末の混迷・退廃を契機に噴出したよう

に思われなくもない。

広末保「幕末転形期の芸術」
『絵金　幕末土佐の芝居絵』未来社　1968年7月

アンフォルメル＊のように自由奔  
    放に流した赤い血。対立的に描か

れている侠客幡随院長兵衛と若衆白井

権八の妖しい美。附近に飛び散る首の

面相、怨念の相、いや、その死顔が滑

稽に見え、惨劇の凄まじい光景は、雲

間から出る月の光と、この滑稽な死人

の相で画面を別の次元の世界に浮かび

上がらせる。

浜口富治「食いつく絵金の泥絵」
『みづゑ』No.789　特集・絵金＝幕末土佐地狂言怨
念図譜　1970年

金蔵はこれら歌川派の錦絵の影響も蒙った
　　

であろう。権八の口の表現などは、まさ

にこの時期の役者絵のなかに見出すことので

きるものである。また眼の表現は、この時期

の歌川派ほど極端にその特徴を誇張したもの

ではないが、それがかえって実物の半四郎は

かくもあらんという気にさせてくれる。それ

にしてもぞっとするくらいの色気をもった眼

には違いない。絵金の江戸滞在中の上演記録

を調べると、天保元年、正月の市村座に「曽

我評判比翼男」なる演目が見出され、曽我物

との綯い交ぜではあるが、半四郎が白井権八

を演じたことが確かめられる。…中略…また

人物の肢体にも歌川派の役者絵の顕著な影響

を見ることができる。たとえばこの「鈴ヶ森」

での権八の踵を接して「八」の字に開いたポー

ズは、むろん歌舞伎特有のものであるが、こ

れほど様式化して描くのは豊国以後の歌川派

だといえるし、さらに、腕や、脚部から足先

への表現にみる筋肉の塊ごとに囲むような描

線もまた浮世絵版画の相撲絵などからヒント

を得たかの推測をなさしめる。

大久保純一「絵金　幕末土佐の芝居絵」
『幕末・明治の画家たちー文明開化のはざまに』ぺりかん
社　1992 年 12 月

幡随院長兵衛と白井権八とのあいだには衆
　　 道の気分が濃密にただよっている…中略

…ふたりのあいだのこういう関係は、南北の

戯曲そのものには書きこまれてなく、文政 6

年（1823）、初演のときの幡随院役・七代目市

川団十郎と権八役・六代目岩井半四郎との現

実の関係が演技に反映して、以後型として踏

襲されることになったものだという。つまり、

絵金の「鈴ヶ森」はその点ではあきらかに江

戸の舞台につながっているものだとわかる。

雲助たちのダンマリのあと、幡随院は権八に

向かって手の提灯をさしだし、文字通りの正

面をキル。まわりに飛び散った雲助たちの死

体がなんとも残酷である。江戸の舞台がタテ

のおもしろさと、切りおとされた首や手を小

道具で見せることによってグロテスクを茶気

にかえる演出を身上としていたのにたいして、

この残酷さはどうであろうか。権八の色気は

ひときわあやしく、首や手の真っ赤な切り口

とのあいだに、すさまじいまでのコントラス

トをつくりだしている。
大西廣「位相の転換―芝居絵に変身の悲願を託す」
『美術手帖』通号 345 号　1971 年 8 月

だがそれにしても、歌舞伎の様式主義的な虚

構によって喜怒哀楽を捨象したような「鈴ヶ

森」の迫力は、絵金の歌舞伎絵にとって例外

に近いものかもしれない。彼の描いた歌舞伎

の題材が、多く義太夫物だったというだけで

はなく、義太夫節の旋律を通して、絵金はそ

の劇の根源のモティーフにまで降りる。

惨殺した雲助の死体が散乱する中、権八に

提燈をさしつける長兵衛が描かれている。

両者の足下の生首、筆に含ませた絵具をま

き散らしたような血は、死体や権八のみな

らず、いま来合わせたばかりのはずの長兵

衛の着衣にもところかまわずに付着してい

る。画面中央の石塔は、鈴ヶ森で刑死した

ストンと黒幕が落ちて、馬子唄

が聞こえてくる―これが「鈴ヶ

森」の幕切れである。ところが、

絵金の「鈴ヶ森」はどうであろ

う。なるほど海辺のほうはしら

じらと明けかかっているが、こ

   「鈴ヶ森」 を語る
　　　　―作家 ・ 研究者たちの言葉ー
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「木下蔭狭間合戦 

　石川五右衛門 壬生村」
　部分

「義経千本桜 
　すしやの段」
　部分

「伽羅先代萩 御殿」部分

動揺して挽いた

抹茶が散乱。 酒がに酔い、怒り

上戸になる平次。

夫の帰りを喜ぶ酒

が別れの盃に…。

 指の先には火事現

 場…と、お茶を運

 ぶ小坊主さん。
「源平布引滝　

　松波検校琵琶の段

  （小桜責め）」

「東山桜荘子　

　佐倉宗吾子別れ」

「八百屋お七　

　吉祥寺の場」

「八百屋お七　

　吉祥寺の場」
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法皇より下賜
された酒

茶臼で挽く抹茶酒と肴（のしあわび）

①

②

鮎の
なれずし

将軍より
下された菓子

 酒と肉
お頭五右衛門の着替え

の手伝いそっちのけ

で、肉と酒をこっ

　そりと…。

いがみの権太が

梶原景時に、継盛と

偽り小金吾の首を差

し出すその後ろで…。

陰謀を企む栄御前が、

足利家の幼君鶴千代に

見舞いと称して毒入り

饅頭を差し出します。

制止する手は乳母の

政岡。

　赤岡の絵金屏風２３点の中で

直接的に人物が食事をしている

姿を描いたものは３点、そのう

ちの１点、「伽羅先代萩　御殿」

は、歌舞伎の筋にもある鶴千代

に毒饅頭を食べさせようとして

いる場面です。ここでは、芝居

の見せ場のひとつを絵で再現し

ています。

　しかし、他２点を見ると、「木下蔭狭

間合戦　石川五右衛門　壬生村」「義経

千本桜　すしやの段」ともに、その画の

中心人物ではない、いわば脇役の人物が

食事をしています。しかも、画の中の出

来事に全く参加していません。

　①は平維盛の詮議の真っ最中、すしや

のすし桶から魚をつかみ食いする梶原景

時の家来、②は天下を乗っ取ろうと企む

石川五右衛門が、公家に扮しているすき

にこっそり酒や肉を食らう手下たち…

其
の
一

　芝居の台本にない彼らを描

くことによって、絵金は何を

表そうとしたのでしょうか。

　さらに他の作品や同時代の風

俗画等と比較しながら、絵金が

描きたかったものに迫ってみた

いと思います。

　　　　〈其の二〉に続く。

〈 番外編 〉
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